
44 45

食の機能性・安全性に関する高度な技術開発とその事業化によるアグリ・バイオクラスターの形成 プロテオグリカンをコアとした津軽ヘルス＆ビューティー産業クラスターの創生

本事業のねらい

　十勝エリアは、畑作・畜産を中心とした全国有数の農業地帯で、耕地面積は約256千ha(全国の約5.5％)、農業産出額

は約2,500億円（全国の約3％）を占めている。また、帯広畜産大学をはじめとした多くの試験研究機関等が集積している。

これらを背景に、テーマである「農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発」及び「農畜産物及び加工品の安全性

確保」のための技術開発を行ってその事業化を図る。さらに、これらの技術をベースにした「食品検査ラボ」を中核として

「高付加価値で競争力のある」食品産業を中心とした十勝型のアグリ・バイオクラスター形成を目指す。

事業の内容

1．農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発

　　十勝エリアの主要産業である農畜産物及びその加工副産物などか 

　ら機能性素材である①ビートベタイン、②天然イヌリン、③小豆ポリフェ

　ノール、④動物性機能性素材の抽出技術を確立するとともに、①～④

　における健康機能性、品質特性（物理的・化学的機能性）についての研

　究を発展させることにより、高付加価値素材の開発を行う。また、加工

　副産物等からの素材抽出と機能性評価に関する可能性試験も同時に

　行い、有望な素材を新たに研究テーマとして発掘する。
　

2．農畜産物及び加工品の安全性確保

　　カクテルPCR法を用いて食中毒菌を迅速かつ網羅的に検出する技

　術を開発するとともに、検出キットの商品化を図る。また、人獣共通感

　染症・家畜用有害菌を迅速かつ網羅的に検出する技術の開発を行い、

　これらの技術をベースに機能性評価の役割も果たす「食品検査ラボ」

　を構築する。さらに、「食品検査ラボ」の拡充を図るうえで、試験的運

　営や地域ニーズの調査を実施し、食の安全性を確保するための網羅的

　な検査体制の構築を目指す。

中核機関名
財団法人　十勝圏振興機構
〒０８０-２４６２  北海道帯広市西２２条北２丁目２３番地
　　　　　　 TEL.０１５５-３８-８８０８

中核機関名
地方独立行政法人　青森県産業技術センター
〒０３６-０５２２  青森県黒石市田中８２番地９
　　　　　　 TEL.０１７２-５２-４３１１

事業推進体制
事業総括……………伊藤　　繁
　　　　　　　　（国立大学法人帯広畜産大学特任教授）
研究統括……………大庭　　潔
科学技術コーディネータ…中野 智志、中野 智、清水 篠資、
　　　　　　　　大野 勝昭

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…日本甜菜製糖（株）、コスモ食品（株）、日本ハム（株）、エーエムアール（株）、 他
学…帯広畜産大学、北海道大学、愛媛大学、静岡大学、岐阜大学、名寄市立大学、
　　旭川医科大学、城西大学
官…北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、
　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構　北海道農業研究センター、
　　（公財）静岡県産業振興財団

主な事業成果

1．農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発

2．農畜産物及び加工品の安全性確保
　　カクテルＰＣＲ法では食品群毎に食中毒菌を選び、各々に対するカクテルプライマーを作成
　しこのうち、加熱食品用、生肉用およびミルク用を商品化した。さらにカクテルＰＣＲ法用の
　改良型増菌培地を開発した。一方、食中毒菌の同定にイムノクロマト法を採用し、腸管出血大
　腸菌の産生する蛋白毒素検出キットを商品化した。「食品検査ラボ」では帯広畜産大学学内施
　設の依頼試料の病原菌の同定検査および調査を行い、運営ノウハウの獲得に努めた。

本事業のねらい

　弘前大学が蓄積した糖鎖工学の豊富な知的・人的財産並びにプロテオグリカン（PG）の大量精製技術を活用し、これまで

の都市エリア産学官連携促進事業（連携基盤整備型・一般型）で得られた優れた機能性などの研究成果をもとに、機能性

食品や化粧品、医薬品等の開発を加速させ、地域の産学官連携強化のもと、具体的な商品開発と新規ビジネス創出促進に

より、本県の地域特性を生かした「健康（ヘルス）・美容（ビューティー）」関連産業クラスターの形成に取り組むものである。

事業の内容

　弘前大学の技術シーズであるサケ鼻軟骨に含まれるPGに関する研究開発は、PGの「エビデンス」を基盤とした化粧品・機

能性食品・医薬品開発の方向に重点を置いてきた。しかし、化粧品や食品の素材として上市をしているものの、素材としての

認知度が低く、地域企業を巻き込んだ

商品化や企業間クラスター形成という

点では必ずしも十分ではなかった。ま

た、素材としての価値を決めるエビデ

ンスを更に高めるとともに、価格が高

い等の問題点の解決も急務であった。

　そこで、本事業では、上記問題点を

解決するテーマ設定を行い、化粧品・

高機能性食品・医薬品等の開発をター

ゲットとした「共同研究事業」において、

以下の4テーマについて取り組んでい

くこととした。

①PGを活用した地コスメ（化粧品）の研究開発

②PGを活用した高機能性食品の開発

③PGの大量生産方法の最適化によるPG低価格製品の開発

④エクセレントPGの生理機能性の解明及び実証

主な事業成果

　生体への機能性や分子構造からの研究により、PGのエビデンスを

向上させる知見が得られつつある。また、加工食品中でのPGの動態

を調べるとともに、低価格化に向けた製造プラントを構築中である。

　地元の参画企業が青森県産素材とPGをマッチングさせた美容製

品及び健康食品の開発を行い、175の試作品が作られ、79件を商品

化、その内31件の市場販売が実現した（平成24年3月現在）。

　本事業に参画する企業が事業開始当初の69社から83社

（平成24年3月現在、うち地域企業が76社）に増加し、クラスターの

形成に向けて着実に進展している。

　平成23年度に新たに発売となった商品は、PG配合化粧品「桜蜜

フェイスクリーム」、PG配合石けん「シーラインソープ」シリーズ、PG配

合和菓子「生姜糖美力・黒糖」などがあり、売上実績（平成23年度累計）

は約6億円となっている。
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事業推進体制
事業総括……………唐澤　英年
研究統括……………阿部　　馨
コーディネータ……嶋田　忠洋、加藤　哲也
　　　　　　　　石埜　穂高
アドバイザ…………金子　　節

参加研究機関（太字は核となる研究機関）

産…（株）角弘、サンスター（株）、一丸ファルコス（株）、ホシケミカルズ（株）、（株）丸辰カマスイ、
　　（株）やまと商社、N.A.gene（株）、カネショウ（株）、高砂食品（株）、他
学…弘前大学
官…（地独）青森県産業技術センター、青森県、弘前市、（公財）21あおもり産業総合支援センター、
　　ひろさき産学官連携フォーラム
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○ベタインの健康機能性として低タン
　パク血病改善効果および安全性を明
　らかにした。品質特性として呈味改
　善効果、食品の退色抑制、冷凍耐性
　などを明らかにし、応用商品の開発
　を進めた。

○イヌリンの健康機能性として脂質代
　謝改善効果、腸管環境改善効果およ
　び腸管バリア機能改善効果を明らか
　にした。品質特性として脂肪代替機
　能を活用したクリームなど応用商品
　の開発を進めた。　　

（公財）２１あおもり産業総合支援センター、（株）角弘、サンスター（株）、一丸ファルコス（株）、
ホシケミカルズ(株)、（株）丸辰カマスイ、ひろさき産学官連携フォーラム、地域中小企業
約76社　など
※主な地域企業：カネショウ（株）、六花酒造（株）、（株）やまと商社、Ｎ.Ａ.gene（株） 等 

津軽（弘前）

「健康（ヘルス）・美容
（ビューティー）」関連
産業クラスターの形成

（中核機関）（地独）青森県産業技術センター
（特定領域） ライフサイエンス
（研究委託機関）弘前大学
（主な参画機関）

・地域産学官連携
・具体的な商品開発
・新規ビジネス創出促進
・共同研究

プロテオグリカン

プロテオ
グリカン

大量精製

機能性
の発見

都市エリア事業での成果
（連携基盤整備型・一般型）

・機能性食品
　・化粧品
　　・医薬品等

とかちABCプロジェクトの
研究テーマおよび事業概念図
研究テーマ1

機能性研究グループ
研究テーマ2

安全性研究グループ
・ベタイン
 （抽出技術・機能性）
・動物性素材（機能性）
・天然イヌリン（抽出技術・
　機能性・栽培技術）
・小豆ポリフェノール
 （機能性）
・可能性試験（バレイショ
　でんぷん、マッシュルーム、
　抗酸化素材の探索）

・カクテルPCR
 （遺伝学的方法）
・イムノクロマト
 （免疫学的方法）
・VBNC菌の検査技術
　開発
・質量分析計を用いた
　迅速同定法開発
・「食品検査ラボ」の構築

食品検査ラボ

「「とかち元気食とかち元気食」構想の推進構想の推進「とかち元気食」構想の推進

・地域イノベーションの継続的創出
・十勝型アグリ・バイオクラスターの形成
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ライフサイエンス ライフサイエンス

●発展（平成21～25年度） ●発展（平成22～24年度）

十勝エリア 弘前エリア

（ベタイン） （チコリ根）

（食品検査ラボ）


